
県立高等学校重点校制度に係る成果報告書 

学校名 鳥取西高等学校 

重点項目 スポーツ・文化芸術活動重点校 提出日 令和５年３月３１日 

 

１ 学校目標 

「深い学び」「幅広い学び」を通じて新時代を創造するリーダーの育成を図る。 

２ 重点項目に係る目標・成果 

目標 成果 

○多くの生徒が運動または文化活動に参加し、大会結

果も前年度以上の成果を挙げている。 

○部活動の枠に囚われず、生徒各々が自分の熱中する

ことに真剣に取り組んでいる。また、それを評価し

後押しする意識が職員間で共有されるとともに制度

化されている。 

＜数値目標＞ 

○県大会ベスト４以上の運動部活動が１２以上、中国

大会以上の文化部活動が８以上。 

○部活動加入率（運動部・文化部）９０％以上。 

 

○多くの生徒が運動または文化活動に参加し、大会

結果も前年度以上の成果を挙げた。全国大会上位

入賞の部活動もあった。 

○部活動の枠に囚われず、生徒各々が自分の熱中す

ることに真剣に取り組んでいる。また、それを評

価し後押しする意識が職員間で共有されている。 

＜数値結果＞ 

○県大会ベスト４以上の運動部活動（部活動のない

種目も含む）が１４。中国大会以上の文化部活動

が１０。 

○部活動加入率（運動部・文化部）９５％ 

３ 実施事業 

【高等学校課事業】 

○文化芸術活動事業 

・文化部校外・合同練習会・備品整備 

吹奏楽部、管弦楽部を対象に実施。吹奏楽部に対しては全日本吹奏楽コンクール県大会の会場で、セッテ

ィング確認や合奏練習を実施。また、新規クラリネットの購入など、楽器の充実を図った。管弦楽部にお

いては、文化ホールを借りてホールに適した演奏の練習を行った。 

○外部人材活用事業（社会人講師） 

・郷土の民謡に触れよう 

 １年音楽選択者を対象に実施。民謡歌手として活躍されている先生の実績を生かして、民謡の歌い方や三

味線の実技指導を通して、生演奏の楽器の音色や声の響き・良さを感じ取ったり、地域の民謡に親しんだ

りする態度を養った。 

  講師：佐藤松弘美氏（民謡教室主宰） 

【独自事業】 

○芸術研究講演会 

 １年生を対象に実施。著名人の書いた「絵手紙」に焦点を当て絵手紙を分析することを通して、絵手紙の

持つ文化的、芸術的な価値を知るとともに、生徒が芸術を幅広い様々な視点で総合的に考える機会となっ

た。 

  演題：絵手紙を読む 講師：住川英明氏（鳥取大学教授） 

【その他】 

○演劇鑑賞会 

 全校生徒を対象に演劇「イワンのばか」を鑑賞 

  劇団：鳥の劇場 

○落語鑑賞会 

 全校生徒を対象に外部公演「爆笑！おもしろ名人寄席」を鑑賞 

  演者：笑福亭由瓶氏 桂二豆氏 桂紋四郎氏 マジシャンKAN氏 

 

様式２ 



＜広報＞ 

 生徒の自主的な活動についても、積極的に支援し、ホームページにて広報した。 

４ 総合所見（成果・評価）  

・多くの生徒が部活動に参加し、部活動加入率は９５％となっている。 

・前年度以上の大会成績を収めた部活動が多く、運動部では県大会ベスト４以上の部活動が１４、文化部で

は中国大会以上の大会に出場した部活動が１０であった。 

 運動部：弓道部、卓球部、剣道部、新体操部、なぎなた部、山岳部、男子バスケットボール部、女子バスケ

ットボール部、陸上競技部、テニス部、空手道、ライフル射撃、水泳、スキー 

 文化部：かるた部、自然科学部（生物班）、自然科学部（情報班）、囲碁・将棋部、放送部、合唱部、 

管弦楽部、文芸部、人文科学部（グローバル班）、吹奏楽部 

・学校外での活動により、好成績を収めた生徒もおり、着物の着付けコンテストにおいては、中四国ブロッ

ク大会において優勝を果たし世界大会への出場権を獲得した。また、全国での知名度も高い雑誌「オレン

ジページ」の料理コンテストにおいて全国上位入賞の成績を収めた生徒もいるなど、生徒が様々な文化芸

術活動にも積極的に参加し活躍した。 

・１５０周年記念事業として食堂内に設置した「西高ピアノ」を休憩時や放課後に弾いている生徒が多い。

校舎内にピアノ演奏が鳴り響く文化の香り漂う学校になっている。 

※枚数任意 


